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乳幼児医療費助成制度の流れ（15年3月まで）
’ 斉内4月から県内一斉↓来年
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籍 開 乳鋤
1

１
１

我燕手市医療機関
(医科、歯科、調剤薬局） (保健センター）

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、
３

歳
未
満
の
お
子
ざ
ん
が
通
院
ま
た
は

入
院
し
た
場
合
に
医
療
喪
と
入
院
時

の
食
事
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。
ま

た
、
３
歳
以
上
で
小
学
校
入
学
前
の

お
子
ざ
ん
が
入
院
を
し
た
場
合
も
、

医
療
費
と
食
事
負
担
金
を
助
成
し
ま

す
。

し
か
し
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療

費
を
支
払
っ
た
後
、
必
要
書
類
を
用

意
し
て
市
町
村
の
窓
口
に
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
手
続
き
が
面
倒
で

我
孫
子
市
の
要
望
実
る

手
続
き
簡
単
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

1必要書類

意して申
接または

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
医
療
機
関
へ
通
院
・
入
院
し
た
と
き
の
医
療
費
等
を
、
県
と
市
町
村
で
２

分
の
１
ず
つ
負
担
し
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
来

年
４
月
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①受診
療費（
金）を ，

(保護者）

し
た
。医

療
機
関
の
窓
口
で
無
料
や
減
額

に
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
県

全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

平
成
ｎ
年
９
月
に
は
我
孫
子
市
が
提

案
し
、
県
市
長
会
で
千
葉
県
に
制
度

の
改
正
を
要
望
し
ま
し
た
。
今
回
、

こ
の
要
望
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

巧
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
の

新
し
い
制
度
は
、
市
が
対
象
と
な
る

乳
幼
児
に
発
行
す
る
「
受
給
者
証
」

を
保
険
証
と
と
も
に
医
療
機
関
の
窓

￥写寧

②受給者証を持参のう
え受診し、医療費は無

料または定額を支払う
←

医
療
機
関
の
窓
口
で

無
料
や
減
額
に

応隼嚇iうば

『

医療機関
(医科、歯科、調剤薬局） ロ

に
提
示
す
れ
ば
、
無
料
ま
た
は
一

定
額
を
支
払
う
だ
け
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
よ
う
な
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

の
申
請
や
計
算
書
、
所
得
税
額
の
証

明
書
類
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
の
そ
の
ほ
か
の
内
容

（
対
象
年
齢
の
拡
大
、
医
療
機
関
で

の
無
料
の
範
囲
と
自
己
負
担
額
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
現
在
県
を
中
心
と
し

て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
年
末
に
は

塗
疋
す
る
予
定
で
す
。

巧
年
３
月
訓
日
ま
で
に
か
か
っ
た

乳
幼
児
の
医
療
費
へ
の
助
成
は
、
現

澗
年
３
月
釧
日
ま
で

現
行
の
制
度
を
適
用

(保護者）

１
１
１

’ ⑤支払い
0

－

④受給者負担分を

来
年
３
月
ま
で
の
助
成
の
申
請
は

①
乳
幼
児
医
療
費
扶
助
金
申
請
費

②
乳
幼
児
医
療
費
計
算
書
、
③
健
康

保
険
証
、
④
両
親
の
所
得
税
額
を
証

明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
確
定

所
得
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
は
独
自
の
予
算
で
、
自
己
負
担
額

が
無
料
に
な
る
所
得
の
範
囲
を
県
の

基
準
よ
り
も
広
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
歳
以
上
の
お
子
ざ
ん
の

入
院
へ
の
助
成
も
、
県
は
「
継
続
し

て
７
日
以
上
」
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
が
、
市
で
は
「
継
続
し
て
５
日
以

上
」
に
す
る
な
ど
、
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

行
の
制
度
が
適
用
き
れ
ま
す
。

市
独
自
に
無
料
の
範
囲
を
拡
大

郵
送
で
申
請
で
き
ま
す

(保健センター） 自
己
負
担
額
は
現
在
、
保
護
者
の

、

書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
確
定

申
告
の
控
え
）
を
用
意
し
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ

な
い
方
は
、
郵
送
に
よ
る
申

請
も
可
能
で
す
。
①
か
ら
④

ま
で
の
書
類
（
③
・
④
は
コ

ピ
ー
）
を
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

送
付
し
て
く
だ
き
い
。

申
請
書
類
（
①
．
＠
は

対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
保
護

者
等
に
出
生
後
ま
た
は
転
入

後
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
、

福
祉
総
合
相
談
室
、
各
支

所
・
行
政
連
絡
所
に
も
置
い

て
あ
り
ま
す
。

申
請
は
診
療
後
２
年
以
内
に

申
請
は
半
年
分
、
１
年
分

ｌ
Ｌ

と
、
ま
と
め
て
で
き
ま
す
。

た
だ
し
申
請
有
効
期
間
は
、
医
療

費
支
払
後
２
年
間
で
す
の
で
、
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。
（
例
：
哩
年
６

月
１
日
に
か
か
っ
た
医
療
饗
は
遍
年

第
哩
回
日
本
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン

ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技
が
、
月
訓
日

か
ら
４
日
間
、
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
内
・

国
外
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手

が
出
場
し
、
観
客
数
も
１
万
５
０

０
０
人
か
ら
２
万
人
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

｜
こ
の
競
技
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
○

競
技
開
催
日
、
月
訓
日
（
木
）
～

ｎ
月
３
日
（
祝
）
、
予
備
日
４
日

（
体
）

募
集
人
員
。
内
容

＊
ス
コ
ア
ラ
ー
（
延
べ
１
４
０
人
）己

・
・
・
選
手
に
同
行
し
て
ス
コ
ア
を
言

録
し
、
大
会
本
部
に
通
報
。

＊
キ
ヤ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
（
延
べ
１

４
０
人
）
：
・
選
手
に
同
行
し
て
選

手
の
ス
コ
ア
を
プ
ラ
カ
ー
ド
タ
イ

プ
の
ボ
ー
ド
に
掲
示
し
、
ス
コ
ア

を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
知
ら
せ
。

＊
マ
ー
シ
ヤ
ル
（
延
べ
４
４
０
人
）

…
グ
リ
ー
ン
、
テ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド

周
辺
、
コ
ー
ス
内
の
ク
ロ
ス
ウ
エ

ー 10月31日～11月3日開催

第1窒回

日本シニアオーズコ
コﾙﾌ選手権競技’

競技運営

ボﾗﾝﾃｨｱを

募集します

イ
等
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
整
理
。

＊
練
習
場
莚
ベ
犯
人
）
：
．
練
習

場
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
整
理
や
ボ

ー
ル
集
め
。

対
象
同
じ
仕
事
に
延
べ
２
日
以

上
協
力
で
き
る
方

※
応
募
者
多
数
の
場
合
の
選
考
お

よ
び
担
当
の
仕
事
に
つ
い
て
は
我

孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
決
定
し
ま

す
。
ま
た
参
加
日
に
つ
い
て
は
、

後
日
調
整
し
ま
す

説
明
会
、
月
上
旬
に
予
定

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
、
ウ

エ
ア
、
帽
子
（
女
性
は
サ
ン
バ
イ

ザ
ー
）
、
当
日
の
昼
食
を
支
給

申
し
込
み
。
固
所
定
の
申
込
書

（
市
役
所
、
各
支
所
・
行
政
連
絡

所
、
ア
ビ
ス
タ
、
市
民
体
育
館
、

各
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
我
孫
子
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
７
月
幻
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
３
７
岡

発
戸
１
１
１
０
（
社
）
我
孫
子
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
壷
７
１
８
２
１
０
１
１

１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

主
催
（
財
）
日
本
ゴ
ル
フ
協
会

共
催
Ｎ
Ｈ
Ｋ

後
援
文
部
科
学
省
、
我
孫
子
市

６
月
１
日
以
降
の
申
請
は
無
効
に
な

り
ま
す
）

申
請
先
。
画
〒
２
７
０
’
１
１
１
３

２
湖
北
台
１
の
ｍ
の
麺
保
健
セ
ン
タ

ー
毒
７
１
８
７
１
１
１
３
１

（
ノ

－

ひとりが輝く。社会が輝く。男女共同参画都市
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我孫子市のバランスシート
（平成13年3月3旧現在）（単位:百万円）

資産は954億円､負債は290億円’|園載獅|童薩郷部I

’’
固定負債

地方債

退職給与引当金

合計(D)

有形固定資産

総務費
民生費
衛生費

労働費
農林水産業費
商工費
土木薑
消防費
教育費
その他

8,652

1,981
5,596

0

251

10

39,861
1,060

26,805
9

84,225
(23,125）

19,233

7,628

26,861 ’
’

’
流動負債

翌年度償還予定額

翌年度繰上充用金

合計(E)

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
費
借
対
照
壷

は
、
年
度
末
時
点
の
財
務
状
況
を
把

握
す
る
も
の
で
、
資
産
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
か
、
ま
た
、
負
債
や
正
味
資

産
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
を
表
す
も

の
で
す
。
哩
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

調
費
崖
は
６
６
４
鱈
５
８
１
詞
但

ｒ
‐資

産
は
、
市
が
取
得
し
た
資
産
の

う
ち
、
土
地
・
建
物
・
出
資
金
・
基

金
な
ど
今
後
将
来
に
わ
た
っ
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
価
値
を
い
い
、
そ
の
総
額
は
９
５

４
億
６
３
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

負
侭
は
、
地
方
俵
や
退
職
給
与
引

当
金
な
ど
、
将
来
、
返
済
や
支
出
が

必
要
な
も
の
を
い
い
、
そ
の
総
額
は

２
９
０
億
詔
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

正
味
資
産
は
、
負
侭
と
は
逆
に
市

I2,139

0

2,139
篭市

の
財
政
状
況
を
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
洞
年

度
に
引
き
続
き
堰
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

州
ラ
ソ
ス
ジ
ー
ト
雷
見
る
市
点
塑
期
政

負債合計
(D)+(E)､F)

合計(A)
(うち土地）

29,000

正聴司菫画部|

’
投資等

投資・出資金
貸付金
墓金

退職手当組合積立金

合計(B)

1,743
100

1,298

1,980

5,121

一般財源等(G)53,615

国庫支出金(H)11,110
’ 税

な
ど
の
一
般
財
源
や
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
で
資
産
を
形
成
し
た
も
の

で
、
返
済
の
必
要
が
な
い
も
の
を
い

い
ま
す
。
そ
の
総
額
は
６
６
４
億
５

８
１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

資
産
は
ｎ
年
度
に
比
べ
、
訓
億
８

４
０
０
万
円
（
３
．
５
％
）
増
加
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
有
形
固
定
資
産

（
土
地
・
建
物
な
ど
）
の
増
加
額
は

５
億
２
９
７
７
万
円
で
し
た
。
行
政

目
的
別
で
は
、
第
四
小
学
校
用
地
の

買
収
な
ど
教
育
費
が
４
億
６
７
９
９

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
衛

生
費
は
、
建
物
な
ど
の
減
価
償
却
が

進
み
、
１
億
９
４
０
８
万
円
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

投
資
等
は
国
の
基
準
が
変
更
さ
れ
、

投
資
等
に
退
職
手
当
組
合
種
立
金
が

地
方
債
な
ど
負
債
は
減

流動資産

現金・預金
未収金

合計(C)

都道府県支出金(｜）1,681
4,268
1,792

6,060 聯濡臺(計‘6,40‘
1

資 産合計
(A)+(8)+(C) 負債(・育粥苧合計95,40‘95,406

’

加
わ
っ
た
た
め
、
唱
億
６
０
８
７
万

円
が
増
加
し
、
そ
れ
が
資
産
総
額
の

増
加
の
主
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

負
債
は
前
年
度
に
比
べ
、
晒
億
２

７
３
１
万
円
（
５
．
３
％
）
減
少
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
固
定
負
債
の
地

方
債
が
、
６
億
２
６
９
５
万
円
減
少

し
た
こ
と
や
、
国
の
基
準
が
変
更
さ

れ
、
退
職
給
与
引
当
金
の
対
象
か
ら

そ
の
年
度
末
に
退
職
す
る
職
員
分
が

除
か
れ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
す
。

正
味
資
産
は
資
産
が
増
加
し
、
負

慌
が
減
少
し
た
た
め
、
輻
億
１
１
３

１
万
円
（
７
．
８
％
）
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
有
形
固
定
資
産
に
対

す
る
正
味
資
産
と
負
俵
の
割
合
で
み

る
、
形
成
き
れ
た
社
会
資
本
に
対
す

る
世
代
間
の
負
担
比
率
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
世
代
に
よ
り
負
担
さ
れ
た
割

合
が
５
．
２
％
増
加
し
沼
・
８
％
と

な
り
、
将
来
の
世
代
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
割
合
は
２
．
２
％
減

少
し
て
謡
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
状

態
が
い
い
と
い
わ
れ
て
い
る
、
資
産

合
計
に
対
す
る
正
味
資
産
の
割
合
を

正
味
資
産
比
率
と
い
い
ま
す
が
、
前

年
度
よ
り
２
．
８
％
上
昇
し
、
の
。

６
％
に
な
り
ま
し
た
。

バランスシート作成にあたって

。このバランスシートは､国が示した墓準

に墓づき作域したもので､基礎数値は昭和

44年度以降の決算統計ヂー ﾀを用いており、

決算デー ﾀは､一般会計や特別会計の範囲

弛方公共団体によって異なることから、

比較しやすいように共通の皇準で調整した

｢普通会計jを墓準にしています。

O有形固定資産は､その年度に整備した学

校や道路ばど鵬穀費や土地顛得費を､そ

のまま顛得価略としています。

◎道路､公園学校などの土地以外の有形

固定資産は､一定の墓準で減価償却してい

ます。また、そうした施設に充てられた国

庫支出金､県支出金なども同様に減価償印

を行っています。

塞
早
近
郊
で
人
口
や
産
業
構
造
が

我
孫
子
市
に
似
て
い
る
類
似
都
市

（
昭
島
市
、
小
金
井
市
、
国
分
寺
市
）

の
平
均
と
比
較
し
て
み
る
と
、
類
似

都
市
は
資
産
が
１
０
８
７
億
７
７
４

２
万
円
、
負
債
は
３
８
４
億
５
２
０

６
万
円
、
正
味
資
産
は
７
０
３
億
２

５
３
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
産
、
負
債
、
正
味
資
産
と
も
東

京
近
郊
の
類
似
都
市
よ
り
も
我
孫
子

市
は
や
や
少
な
く
、
正
味
資
産
比
率

は
５
％
ほ
ど
良
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圖
財
政
担
当
・
内
線
２
２
０

市民一人あたりのバランスシート類
似
都
市
と
の
比
較

’

、 負債
方債退職給与引当金なと

224,840円
（354,250円）

資産

上地､建物､道路
§園､基金など

739,681円

(1,002,141円）

、
凶
１
１
ノ

正味資産
税国県からの支出金な

514,841円
（647,891円）

‐ノ

※（）内は類似都市

、（

・マー奇、.】

ｰ

情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
求

め
に
応
じ
て
、
市
が
保
有
し
て
い
る

ざ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
公
開
す
る
も
の

で
、
平
成
喝
年
度
は
型
件
の
請
求
が

あ
り
ま
し
た
。

▼表2請求の主な内容

’
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

こ
由

る
理

す
い

一
ホ
な

開
き

・
で

開
が

公
とＩ定況決

状
実施

機関
情報の内容

情報公開の運用状況

’
’市発注の契約関係書類

福祉ふれあいプラザ建設の協定書

都市計画審議会の結果

一
一
一
一

’

平成13年度の請求件数は21件

市’|都市計画審議会に提出された資料 部分

公開
個人に関する情報１

－
１ 内

訳
は
、
情
報
の
公
開
請
求
が
加

件
（
哩
人
）
、
自
己
情
報
（
自
分
に

関
す
る
情
趣
の
開
示
請
求
は
１
件

で
し
た
。

情
報
の
公
開
請
求
は
、
市
長
あ
て

が
”
件
、
教
育
委
員
会
あ
て
が
１
件

で
し
た
。

こ
れ
ら
の
請
求
に
対
す
る
決
定
状

況
は
表
１
、
請
求
の
主
な
内
容
は
表

２
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
部
分
公
開
（
個
人
情
報
を

除
い
て
公
開
）
に
対
す
る
不
服
申
し

立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼表1請求に対する決定状況（単位市街化区域と市街化調整区域の

線引きの基準となった指針と要領

件）
公開 －

|鶏開発協議依頼書
|開発協議依頼晉 ’1|芸開
|開発行為許可申請書｡設計説明書|↑|公開
|市役所電話料金の内訳 ’1|公開
犀証雨羅痂爾に関する資料'1|公開

個人に関する情報

｜
’

※「不存在」とは、公開等の請求に関する情報が存在しない
ことをいいます。

'二’
天王台上流調整池の検証に関する資料 －

|↑｜

’
開発予定のマンション用地の土壌
調査。報告。清浄化の関係書類 市

が
作
成
し
た
計
画
醤
や
報
告
書
、

刊
行
物
、
市
史
研
究
誌
な
ど
の
ほ
か
、

議
会
の
会
議
録
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

資
料
な
ど
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
１

枚
、
円
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固
広
報
室
情
報
公
開
担
当
・
内
線

２
６
８

市
の
情
報
公
開
制
度
は
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

公
開
を
請
求
す
る
と
き
は
、
情
報

公
開
請
求
書
を
情
報
公
開
総
合
窓
口

（
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ホ
ー
ル
わ

き
）
ま
た
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
教
育
委
員
会
、
水
道
局
、
消
防
本

部
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
の
請
求
を
受
け
た
日
か
ら
喧

日
以
内
に
、
公
開
で
き
る
か
ど
う
か

を
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
本
人
の
情
報
を
開
示
請
求

す
る
場
合
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
警

類
を
持
参
し
て
く
だ
き
い
・

公開 行
政
情
報
壹
料
室
の
ご
利
用
を

制
度
を
利
用
す
る
に
は

－

消費生活相談カード

（自己情報の開示請求）
開示1 －

教
育
委
員
会

中学校教科書採択の手続きの内容 公開1 －

決 定区分

情報の公開

自己情報の

開示

公開

18

開示

1

部分公開

2

部分開示

0

非公開

0

非開示

0

不存在

0

不存在

0

合計

20

合計

1
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我孫子駅北|則地区の
投票所が変わります

▼投票区域と投票所の比較

粗大ごみ処理券は
次の指定販売店で

｜’ 1胴予定の

参議院議員
補欠選挙から

①

粗大ごみを出すときには、

粗大ごみ処理券が必要です。

平成14年度の処理券の指定

販売店は、下表のとおりです。

固クリーンｾﾝﾀー 窓7181‐
5374

▼処理券は税込み700円

我
孫
子
駅
の
北
側
地
区
（
我
孫
子

第
四
小
学
校
・
並
木
保
育
園
投
票
所

地
区
）
の
投
票
区
域
と
投
票
所
が
、

、
月
実
施
予
定
の
参
議
院
議
員
補
欠

選
挙
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

台
田
池
尻
公
園
と
あ
び
こ
市
民
プ

ラ
ザ
に
投
票
所
を
新
設
し
、
我
孫
子

第
四
小
学
校
投
票
所
を
廃
止
し
ま
す
。

ま
た
、
投
票
所
に
あ
わ
せ
て
、
投
票

区
域
も
変
更
し
ま
す
〈
左
表
参
照
）
。

な
お
、
台
田
池
尻
公
園
に
は
、
仮

設
の
投
票
所
を
設
置
し
ま
す
。

今
回
の
変
更
は
、
対
象
地
区
の
人

口
が
増
え
た
こ
と
と
、
有
権
者
の
皆

さ
ん
が
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
に
行
っ
も
の
で
す
。

※
投
票
の
際
は
、
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
き
い
。

画
選
挙
管
理
委
員
会
・
内
線
３
４

６我彊子布 竹 塾 q 醗 的 ” ’

電諦蝉藷懲
→
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目収日

随 名
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▼粗大ごみ処理券指定販売店一覧表

店名所在地電話番号
我沢藤商店根戸11937185･0548

琴まごしん 根戸17637182-3704

毒|ボﾆーｸﾘーﾆﾝグ台田4営業所台田4-3-227184-4766
地とちぎや久寺家2-2-17185.8877

:籠繍
関根商店船戸2-4-207182-2300

篝扇謝珊拍山舶川”("”白山1-6-17183-1405

部中村商店(文具店）白山3-1-247182-3207

豐ﾆﾕーデｲ職孫子東日ﾎｷﾖｽｸ本町2.1-17181-3264
本町3-4-97184-9111

雲鞭震_ﾄ知獅子唐緑,－，5，柵2郷，
会うｱﾐﾘーﾏーﾄ手賀沼胴前店緑1-11-287185-5009
塗(有)鮎川産業寿1-9-17182-0405

セブンイレブン手賀沼店若松.'49-57183.3886

セブンイレブ､ン我孫子泉店泉17-427185-5280

（有)タビヤ酒店高野山292-17182-3621

1至剰戦蕊譜鴬蜘リ剛
晶ローソン我孫子天王台店天王台1-12-147183.0985
隻ﾔﾏザｷデｲﾘーｽﾄｱー天王台店天王台1-12-217184.3473
字(株)イシカワハウジング天王台1-20-17185.8000

蟇ｾﾝｲﾚﾝ撫子天王台駅前店天王台1.20-17182.9235
山サンクス天王台4丁目店天王台4-7-17183-3567

童法楽不動産(株）柴崎台1-9-97182.6111
篝ﾌｧﾐﾘーﾏーﾄ天王台轆崎台店柴崎台1-10-37165.2610
子ローソン柴崎牧の上店柴崎台4-7-207184-9115

塵撫籠獅請岾胤納．Ⅷ‘""’青山台4-24-37182-0617

ーかくみや酒店東我孫子1-11-57182-4522

セブンイレブン東我孫子店下ケ戸118-17184-1186

ローソン我孫子岡発戸店岡発戸6117182-4567

リカー＆フーズなかむら都部707188-7777

蕊㈱東京事務器湖北台1-15-197188-3000
豐ｾブﾝｲﾚブﾝ海老角湖北台店湖北台3-3-171832808

'塞議言ｽｽﾄｱー乙脱湖北洲'1鵬063‘湖北台5-14-17188-1719

湖ローソン我孫子湖北台店湖北台8-18-47187-3888
韮(有)あたりや石井商店中里3257188.25651
？ｾブﾝｲﾚブﾝ我孫子中峠店中峠台4-107188.59411
窪ﾐﾆｽﾄﾂプ我孫子中峠店中峠1337雲57187毫3028
ー(有)茶畑商店中峠17627188-1428,
簗ホワイト急便新木駅前店新木2067-137188-39061
地ローソン我孫子新木野店新木野1-2-137187-38241

臺'酒のｷﾀﾑﾗ新木野3“ア1冊836$
森秋田酒店新木野3-23-17188.0853

窒大野屋酒店新木野3蒙36-387188-3936
薬の松島布佐平和台1-1-1057189-3610

布スリーエイト平和台布佐平和台4-1-17189-4551

篭ｾﾝｲﾚブﾝ我孫子布佐西店布佐10487189-1990
隻ローソン我孫子平和台店布佐1101-47189.3388

窪香取商店布佐127071893458
平(有)石井ストアー布佐27377189-2189
彗松島薬局布佐338571893427
罫|ｺﾝﾆｴﾝｽｽﾄｱ001㈲縮布佐3398-47189･2693

毒|膿雛ブﾝ柵縦麿柚6,”‘，鋤”都8-107189.2534

里|小規模作業所i工房都12-257139.1153
1ﾔﾏザｷデｲﾘ-ｽﾄｱ布佐店|新々田30-41718925471

｜’
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あびこ市民プラザ投票所

根戸。我孫子の一部

ググ

堪

台田池尻公園投票所

台田1～4丁目

日
立
精
機

汀汀弱I

躍
一
覇

劫
11

戸戸

永（

…
一

常磐線･成田線
天王台

雪，
ﾛ

並木保育園投票所

並木5～7丁目
疋

｜
税
が
支
え
て
い
一

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
保

険
税
を
負
担
し
あ
う
こ
と
に
よ
り
、

万
が
一
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
に
、

医
療
費
の
一
部
を
支
払
う
こ
と
で
、

安
心
し
て
必
要
な
治
療
を
受
け
る
こ

◎国民健康保険税はこうして決められます

圖謹瀞襄窪十篝ゞ
｜冒柵冨数｜+｜捌苛ゞ ｜
※賦課限度額は53万円

富 十蕊￥
◎年齢によって保険税が異なります

○40歳未満の方一一一一一一一一一一一一一医療分のみ
○40歳から65歳未満の方一一一一一一一医療分十介護分
○65歳以上の方一一一一一一一一一一一一一医療分のみ

国保加入者の固定資
産税額（都市計画税
を除く）×15％

国保加入者の前年中の
賦課総所得金額（基礎
控除後）×7.4％

＋

国保加入者数
×16,800円

1世帯につき
12,000円

と
が
で
き
る
、
相
互
扶
助
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

保
険
税
の
納
付
書
は
、
世
帯
主
に

送
ら
れ
ま
す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

介護保険第2号被保険
者数(40歳から65歳未
満の方）×9,120円

国保加入者の前年中の
賦課総所得金額（基礎
控除後）×0.78％

Q

▼口座振替金融機関一覧
保
険
税
の
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

保
険
税
の
お
支
払
い
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。

預
貯
金
通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
お

持
ち
の
う
え
、
左
表
の
金
融
機
関
で

簡
単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

固
国
保
年
金
課
・
内
線
３
５
３

■

※銀行は本｡支店､我孫子市農業協同組合は本，支所､郵便局は全国
の窓口で手続きができます。

介
誰
保
険
相
談
員
は
、
施
設
な
ど

を
訪
問
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
の
立
場
に
た
っ
て
個
々
の
相
談
に

応
じ
、
不
安
や
不
満
、
疑
問
な
ど
に

み
ち

き
め
細
か
く
対
応
し
、
改
善
の
途
を

探
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

と
提
供
者
と
の
橋
渡
し
を
行
い
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
賞
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
廻
年
９
月
に
６
人

‐
ｊ

介
護
保
険
相
談
員
と
は

質の高い介護サービスをめざして

介謹爆隙掴談舅に
蕊なた鋤声壷

（
民
生
児
童
委
員
・
公
募
の
市
民
各

３
人
）
の
介
謹
保
険
相
談
員
を
委
嘱

し
、
養
成
研
修
を
経
て
、
同
年
ｎ
月

か
ら
市
内
３
カ
所
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
派
遣
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
四
年
４
月
に
は
、
市
内
２

カ
所
の
老
人
保
健
施
設
に
も
派
遣
先

を
拡
大
し
、
現
在
は
月
４
回
訪
問
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介

護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
な
ど
）
も
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

昨
蓄
篁
績
は
７
４
０
曲

過
年
度
の
活
動
実
績
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

固
介
護
支
援
課
・
内
線
３
８
２

▼平成13年度の活動実績

相談

苦情

27件

63件

31件

91件

528件

要望
や

満足

’
その他

合計…740件

新

旧

地区名

台田1～4丁目

根戸の一部

我孫子の一部

並木5～7丁目

根戸の一部

我孫子の一部

台田1～4丁目

我孫子の一部

並木5～7丁目

夕

投票所

台田池尻公園

(新設）

あびこ市民プラザ

(新設）

並木保育園

我孫子第四小学校

並木保育園

東京三菱銀行

UFJ銀行

三井住友銀行

常陽銀行

千葉銀行

千葉興業銀行

京葉銀行

水戸信用金庫

千葉信用金庫

東京ベイ信用金庫

我孫子市農業協同組合

郵便局
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日
６
月
暉
日
（
日
）
・
又
月
）
、
時

～
唖
時
、
（
入
場
無
料
）

所
青
木
園
鉢
セ
ン
タ
ー
（
東
我
孫

子
駅
北
口
駅
前
）

内
ギ
ボ
ウ
シ
、
ナ
デ
シ
コ
ほ
か

主
青
木
園
盆
栽
山
野
草
会
・
林

云
７
１
８
２
１
８
５
２
０

押
し
花
サ
ー
ク
ル
作
品
展

日
６
月
聖
日
（
金
）
～
７
月
皿
日

（
木
）
９
時
～
麺
時
（
入
場
曇
料
）

所
ア
ビ
ス
タ
ス
ト
リ
ー
ト

内
押
し
花
で
作
っ
た
ハ
ガ
キ
や
う

ち
わ

※
６
月
懇
日
、
７
月
８
日
は
、
押
し

日
．
：
日
時
、
所
：
・
場
所
、
内
…
内
容
、

側

日
６
月
”
日
（
土
）
・
知
日
（
日
）
９

時
～
灯
時

所
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

内
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
ア
ワ
チ
ド
リ

ほ
か

問
秋
坂
壷
７
１
８
８
１
２
３
３
９

日
６
月
お
日
（
火
）
～
８
月
五
日

（
土
）
９
時
～
迦
時

所
ア
ビ
ス
タ
２
階
オ
ー
ブ
ン
ス
ペ

ー
ス
（
入
場
無
料
）き

み
き
ぐ

内
新
木
地
区
の
君
作
遺
跡
な
ど
か

ら
出
土
し
た
土
器

間
教
育
委
員
会
文
化
課
云
７
１
８

５
１
１
１
５
１

所
湖
北
地
区
公
民
館
（
参
加
無
料
）

総
謬
り
鰯
三
ゞ

※
葱
雲
蟇
喜

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。
対
小
学
生
、
先
着
和
人
（
親
子
で

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
棚
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。
参
加
可
）

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１
申
電
話
で
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷

で
か
け
て
蹄
の
賎
堕
捕
麹
」
γ
１
８
２
ｌ
ｏ
５
ｉ

ｊ
３
・
・
着
て
み
ま
せ
ん
か

東
洋
蘭
友
の
会
山
草
展

み
ま
せ
ん
か

最
新
発
掘
資
料
展

盆
栽
山
野
草
展 ’

鯛
！
『
ｔ
溺
廻
に
脆
易
。
日
６
月
空
日
（
日
）
９
時
～
ｍ
時
知

日
６
月
型
日
（
土
）
９
時
麺
分
～
皿
分
（
雨
天
中
上

時
犯
分
集
合
場
所
古
利
根
沼
中
央
我
湖
水

種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
…
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
饗

佃

日
６
月
晦
日
（
旦
廻
時
～
遍
時

所
根
戸
小
学
校

内
お
も
ち
ゃ
、
本
な
ど
の
持
ち
よ

り
に
よ
る
交
換
会

費
無
料
（
い
ら
な
く
な
っ
た
お
も

ち
ゃ
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
じ

問
前
野
壷
７
１
４
９
１
５
１
４
８

日
６
月
墾
旦
土
活
時
開
演

所
柏
市
民
文
化
会
館
（
入
場
鉦
避

内
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
の

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

出
Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
国
際
学
園
総
合
音

楽
コ
ー
ス
生
徒
・
指
導
職
員

問
竹
内
霊
７
１
４
１
１
０
５
６
７

日
６
月
知
日
（
日
）
群
時
釦
分
～
巧

時
釦
分

所
苔
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

（
入
場
無
料
）

内
カ
イ
マ
ナ
ヒ
ラ
、
熱
風
、
オ
ー

ル
オ
ブ
ミ
ー
ほ
か

出
レ
イ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
ア
ロ
ハ

パ
ラ
ダ
イ
ス
ほ
か

問
畑
垂
７
１
８
８
１
８
０
０
５

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

竹
で
遊
ぼ

第
２
回
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ

か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル

東
葛
飾
文
化

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
競

－

つ 演祭

対
小
学
生
、
先
着
犯
人
（
親
子
で

参
加
可
）

申
電
話
で
我
孫
子
地
区
公
民
館
壷

７
１
８
２
１
０
５
１
１

Ⅲ
に
げ
た
毒
窪
》
蓉
葬
》
》
か

日
・
内
７
月
唱
日
（
土
）
、
時
～
哩

時
…
自
分
で
着
る
方
法
、
超
時
～
巧

時
．
．
着
せ
る
方
法

所
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

対
各
先
着
犯
人は

ん
は
ぱ
お
び

持
ゆ
か
た
、
半
巾
帯
、
小
物

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
７
月
５
日

ま
で
に
本
田
登
四
７
１
８
９
１
２
５

５
９

日
・
集
合
場
所
６
月
知
日
（
日
）
９

時
、
我
孫
子
駅
南
口
集
合
、
哩
時
解

散
予
定
（
小
雨
実
施
）

行
程
香
取
神
社
、
大
光
寺
、
子
之

神
大
黒
天
ほ
か

蜜
５
０
０
円

申
電
話
で
６
月
幻
日
（
木
）
ま
で
に

越
岡
垂
７
１
８
４
１
２
０
４
７

◎
キ
ー
ボ
Ｉ
ド
教
室

日
毎
月
第
１
．
３
水
曜
日
、
画
時

～
叫
時
弛
分
（
月
額
３
０
０
０
円
）

◎
楽
し
い
大
正
琴
教
室

日
毎
月
第
２
．
４
月
曜
日
、
喝
時

～
巧
時
調
分
（
月
額
２
５
０
０
円
）

所
い
ず
れ
も
柏
市
北
柏
３
丁
目
日

暮
ビ
ル
２
階
（
北
柏
駅
徒
歩
３
分
）

※
詳
し
く
は
高
齢
者
協
同
組
合
東
葛

北
地
区
壷
７
１
６
７
１
５
３
９
３

L 蘂
鎚
回
史
跡
文
学
散
歩

「
碑
に
我
孫
子
の
歴
史
を
知
る
」

夏
の
古
科
根
ク
リ
ー
ン
作
戦

高
齢
者
生
き
い
き
講
座

日
６
月
空
日
官
而
時
派
遣
期
間
１
年
間
磐

定
先
着
和
人
（
大
人
の
み
の
参
加
派
遣
先
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
二
率

も
可
）
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
狸

内
碧
の
偉
人
、
船
騒
霧
し
祭
。

愛
用
、
申
…
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
）
、
問
：
．
問
い
合
わ
せ

日
・
所
７
月
２
日
（
火
）
喝
時
犯
分

～
妬
時
ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
ち
ぱ
（
Ｊ

Ｒ
千
葉
駅
前
）

内
①
事
例
発
表
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

②
講
演
「
雇
用
平
等
の
理
念
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
と
講
師
…
中

窪
裕
也
さ
ん
（
千
葉
大
学
教
授
）

対
企
業
の
人
事
や
労
務
担
当
者
な

ど
、
先
着
１
０
０
人
（
参
加
無
料
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

千
葉
労
働
局
雇
用
均
等
室
霊
０
４
３

１
２
２
１
１
２
３
０
７

千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館

６
月
の
行
事

◎
ビ
デ
オ
上
映

日
６
月
聖
日
（
土
）
①
Ｂ
時
犯
分
．

②
叫
時
抑
分
（
無
料
）

内
「
利
根
運
河
」

◎
こ
ど
も
博
物
館
教
室

路
広
場

内
沼
周
辺
の
清
掃
活
動

持
長
靴
、
軍
手

間
古
利
根
の
自
然
を
守
る
会
・
土

子
云
７
１
８
７
１
２
３
４
１

日
・
所
６
月
知
日
（
且
８
時
犯
分

取
手
駅
西
口
デ
ッ
キ
東
急
前
集
合
、

２
時
ご
ろ
白
山
神
社
で
解
散
予
定

（
小
雨
実
施
）

コ
ー
ス
取
手
駅
↓
吉
田
八
幡
神
社

↓
相
野
谷
親
水
公
園
↓
小
文
間
安
養

寺
↓
は
し
か
不
動
尊
↓
明
星
院
↓
福

永
寺
（
昼
食
）
↓
東
谷
寺
↓
白
山
神

社
（
行
程
約
皿
迦

蜜
５
０
０
円

持
タ
オ
ル
、
雨
具
、
弁
当

間
棚
町
云
０
２
９
７
１
科
１
７

５
８
８

相
馬
霊
場
八
十
八
ケ
所
を
歩
く
会

取
手
東
地
区
め
ぐ
り

男
女
雇
用
均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー

日
・
所
６
月
知
日
（
日
）
喝
時
如
分

～
喧
時
、
ざ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ

ザ
大
研
修
室

内
女
性
と
男
性
の
た
め
の
男
性
学

入
門

対
先
着
１
８
０
人

申
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し

６
月
お
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

７
１
０
８
８
２
柏
市
柏
の
葉
４
の
３

の
１
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
４
０

１
８
６
０
２

日
①
８
月
５
日
（
月
）
・
６
日
（
火
）
、

②
８
月
塑
日
（
月
）
・
幻
日
（
火
）
、
③

９
月
型
日
（
且
、
④
ｍ
月
四
日
（
土
）
、

⑤
皿
月
９
旦
土
）
・
聖
日
）

※
①
②
⑤
は
宿
泊

所
県
立
流
山
青
年
の
家

対
全
日
程
参
加
で
き
る
中
学
生
、

知
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
無
料
（
食
事
代
・
保
険
料
な
ど
、

１
万
１
０
０
０
円
の
実
費
負
担
あ
り
）

申
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
へ
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月
知
日

（
必
惹
ま
で
に
〒
２
７
０
１
０
１

５
３
流
山
市
中
１
１
０
県
立
流
山
青

年
の
家
皿
７
１
５
０
１
２
２
０
３
垂

７
１
５
９
１
２
０
０
４

の
ん
で
、
親
子
で
随
庵
堀
を
歩
く

費
１
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
６

０
０
円
）
〈
昼
食
代
、
保
険
料
〉

申
電
話
ま
た
は
来
館
に
よ
り
、
関

宿
城
博
物
館
学
芸
課
云
７
１
９
６
１

１
４
０
０

男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
講
演

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

国
際
口
Ｉ
タ
リ
ー

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
こ
け
ら
０
１
０
１
ト
ー
！
Ｐ
■
ｐ
ｂ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｐ
０
Ｉ
胆
し
ｂ
ｂ
ｐ
Ⅱ
■
ロ

青
少
年
交
換
派
遣
高
校
生

中
学
生
の
た
め
の
演
劇
教
室

勤
務
日
。
所
週
２
～
３
日
９
時
～

画
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対
乳
幼
児
健
診
・
相
談
業
務
の
経

験
の
あ
る
保
健
師
、
若
干
名

内
健
診
・
相
談
業
務

賃
金
時
給
１
３
６
０
円
（
通
勤
手

当
別
途
支
給
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

保
健
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１
１
１

３
１
へ

一
、
主
・
・
・
主
催
・
共
催

い 対
原
則
と
し
て
出
発
時
巧
歳
～
唱

歳
未
満
で
、
保
護
者
の
承
諾
、
学
校

長
の
推
醗
莚
得
ら
れ
た
方
、
約
ｍ
入

費
往
復
の
渡
航
萱
、
保
険
、
出
発

ま
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の

賀
用

受
付
期
限
６
月
犯
日
（
日
）

※
詳
し
く
は
、
青
少
年
交
換
委
員
会

古
谷
壷
７
１
２
２
１
３
４
５
３

－
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

曰
７
月
幻
日
（
水
）
～
８
月
４
日

（
日
）
の
４
泊
５
日

所
山
中
湖
キ
ャ
ン
プ
場
（
山
梨
県
）

内
富
士
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野

外
炊
飯
ほ
か

対
小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年

生
…
２
２
０
人

※
障
害
を
お
持
ち
の
方
も
参
加
で

き
ま
す
。
事
前
に
協
会
へ
連
絡
。

聟
小
学
生
４
万
４
０
０
０
円
、
中

学
生
４
万
７
０
０
０
円

申
申
込
用
紙
（
電
話
で
協
会
に
請

求
）
に
、
必
要
事
項
を
明
記
し
、
健

康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
７

月
５
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
１

６
０
１
０
０
０
４
新
宿
区
四
谷
２
１

皿
大
村
ビ
ル
３
階
国
際
青
少
年
研
修

協
会
垂
０
３
１
３
３
５
９
１
８
４
２

１
へ
郵
送

臨
時
保
健
師

夏だ！キャンプだ！

青少年キャンプ参加者募集
〃めざせわんぱく!！つくろう仲間!!'’場所国立磐梯青年の家

をテーマに、磐梯の大自然の中で楽しさ対象｡定員市内在住‘

盛りだくさんのキャンプを行います。ら中学校3年生､先着8（

日程7月26日(金)から28日(日)2泊3日参加費1万5000円|蕊
山花月さん

対象小学1年生から4年生のお子さんと
|艤者、15組30人(応募多数時は抽選）
※お子さんだけの参加も可

参加費1人300円(花材代）

場所国立磐梯青年の家(福島県）

対象｡定員市内在住の小学校4年生か

ら中学校3年生､先着80人

参加費1万5000円

申し込み圃八カキに住所､鷲､年
齢､性別､学校名､学年､電話番号､保

護者名、「青少年キャンプ参加希望」を

明記し、〒270-1166我孫子1684教育委

員会社会教育課冠7185-1151へ

※参力Uの可否は‘後日通知します。

共催我孫子市青少年相談員連絡協議会、

教育委員会

「1回目の風景」

持参えんぴつ､消しゴム、はさみまたは

工作ばさみ$ぞうきん

申し込み。圃ハガキかファクス、Eメー

ルで参加者の住所、氏名、学年、学校名、

電話番号を明記し、7月2日（必着）まで

に〒270-1166我孫子1684教育委員会文

化課剛7182-586787185-1151Eメール

bunka@city.abiko.chibajp'l

写

’
キャンプで食べるカレーライスは最高
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職
種
・
採
用
数
看
護
師
、
１
人

受
験
資
格
昭
和
“
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、
資
格
を
有
す
る
方

受
付
期
間
６
月
聖
日
～
７
月
３
日

９
時
～
妬
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

第
一
次
試
験
日
８
月
、
日
（
土
）

採
用
予
定
日
、
月
１
日

申
自
筆
の
試
験
申
込
書
（
社
会
福

祉
協
議
会
に
用
意
）
に
パ
ス
ポ
ー
ト

用
と
同
サ
イ
ズ
の
写
真
（
無
帽
で
３

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
を
貼

付
し
、
資
格
証
明
証
の
写
し
を
添
え

て
直
接
持
参

問
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
役
所
隣
）

壷
７
１
８
４
１
１
５
３
９

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
（
看
護
唖

対
昭
和
ア
年
４
月
２
日
～
釦
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

受
付
期
間
６
月
心
日
～
率
日

第
一
次
試
験
日
９
月
８
日
（
且

※
詳
し
く
は
柏
税
務
署
総
務
課
壷
７

１
４
６
１
２
３
２
１
へ

日
。
所
毎
月
第
２
．
４
金
曜
日
、

時
～
哩
時
、
ア
ビ
ス
タ

賛
月
額
１
０
０
０
円

申
電
話
で
北
川
壷
７
１
８
３
１
２

０
１
８ 税

務
職
員

「
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
」
会
員

（
天
王
台
。
１
歳
２
カ
月
）

あ
き
も
と
も
も
か

秋
本
桃
佳
ち
ゃ
ん

一

日
・
所
展
示
会
・
・
・
ｎ
月
２
日
（
土
）

～
４
日
（
体
）
、
つ
く
し
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
ほ
か

募
集
部
門
手
工
芸
、
絵
画
、
書
道
、

そ
、
７

生
け
花
、
箏
曲
、
日
本
舞
踊
ほ
か

申
電
話
で
９
月
５
日
ま
で
に
武
者

小
路
壷
７
１
８
４
１
４
３
９
４

日
・
所
毎
月
第
１
．
３
土
曜
日
逼

時
～
喧
時
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
英
語
で
楽
し
く
意
見
交
換

対
意
見
を
英
語
で
話
せ
る
方

費
月
額
５
０
０
円

申
電
話
で
佐
伯
垂
７
１
８
５
１
０

７
８
７

日
・
所
毎
週
火
．
金
曜
日
、
９
時

知
分
～
哩
時
、
柏
市
民
体
育
館
ほ
か

対
既
婚
の
女
性

費
月
額
１
５
０
０
円

申
電
話
で
か
し
わ
ク
ラ
ブ
・
服
部

壷
７
１
８
３
１
８
７
４
３

北
部
地
域
文
化
祭
作
品

放
送
大
学
で
は
、
平
成
畔
年
度
２

学
期
（
ｍ
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

マ
マ
さ
ん
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員

「
英
語
談
話
室
」
会
員

放
送
大
学
学
生

、

ち
や
ん

ひ
ら
や
ま

平
山（

緑
E

一 一

一－

丁
こ
う
た

孝
太
ち
ゃ
ん
一

１
歳
３
カ
月
》
’

霞＆
一

1

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
４
年
制
大

学
で
、
１
科
目
か
ら
学
べ
る
ほ
か
、

所
定
の
単
位
を
修
得
す
る
と
学
士
の

学
位
も
取
得
で
き
ま
す
。

募
集
学
生
①
全
科
履
修
生
（
卒
業

を
め
ざ
す
学
生
）
②
選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）
③
科

目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

対
①
：
由
歳
以
上
の
方
②
③
．
：

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
方

募
集
期
限
８
月
巧
日

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
垂
０

１
２
０
１
８
６
４
１
６
０
０

問
同
大
学
衷
晁
足
立
学
習
セ
ン
タ

ー
壷
配
１
５
２
４
４
１
２
７
６
０

市
民
体
育
館
は
、
次
の
施
設
が
一

時
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
館
内
施
設
（
メ
イ
ン
・
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
会
議
室
）

休
止
期
間
７
月
１
日
～
過
日

休
止
理
由
照
明
機
器
の
交
換
工
事

◎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

日
６
月
空
日
（
火
）
遁
時
如
分

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

体
育
館
施
設
が
一
時
利
用
休
止
に

忘れずに納めましょう

、

|下ﾎ道受益者負担金第'期'7/'(月)’
I

休
止
期
間
７
月
１
日
～
５
日

休
止
理
由
コ
ー
ト
の
集
中
整
備

問
教
育
委
員
会
体
育
課
云
７
１
８

７
１
７
５
５
５

日
７
月
３
日
（
水
而
時
～
ｕ
時
媚

分
、
鱈
時
～
巧
時
犯
分
（
雨
天
実
施
）

所
湖
北
マ
イ
ン
入
口
前

主
商
工
会
女
性
部

間
我
孫
子
市
商
工
会
念
７
１
８
２

１
３
１
３
１

》
レ
イ
ソ
ル
キ
ッ
ズ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

小
・
中
学
生
を
Ｊ
１
リ
ー
グ
に
無
料
招
待

日
。
所
８
月
３
日
王
涌
時
～
、

柏
サ
ッ
カ
ー
場
（
柏
市
日
立
台
）

内
柏
レ
イ
ソ
ル
対
Ｆ
Ｃ
東
京

対
ベ
ア
（
２
人
）
・
・
・
小
・
中
学
生

と
保
護
者
１
５
０
組
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
４
人
）
：
・
小
・
中
学
生
と
家
族
”

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
保
護
者
名
、
学

校
名
、
「
広
報
あ
び
一
こ
、
ペ
ア
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
別
、
柏
レ
イ
ソ
ル
ヘ
の

意
見
、
返
信
面
に
返
送
先
を
明
記
し
、

７
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

７
１
０
０
８
３
柏
市
日
立
台
１
の
２

の
釦
柏
レ
イ
ソ
ル
「
レ
イ
ソ
ル
キ
ッ

ズ
ｗ
○
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」
係

間
柏
レ
イ
ソ
ル
営
業
本
部
壷
７
１

日
・
所
７
月
９
日
（
火
）
・
・
・
利
根
川

沿
い
水
田
、
ｍ
旦
水
）
．
：
手
賀
沼
沿

い
水
田
、
４
時
釦
分
～
８
時
”
分
ご

ろ
を
予
定
〈
雨
天
、
強
風
な
ど
の
場

合
は
順
延
）

問
農
政
課
・
内
５
１
３

こ卿隠＜循凱、；

|謝謝鬘|：
ITEL7185-500qo

水
稲
の
農
薬
空
中
散
布

献
血
に
ご
協
力
を

テレホンガイド
声の便利 帳

’
囮亜

土
屋
文
化
振
興
財
団
で
は
、
文
化

活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
を

助
成
し
ま
す
。

対
①
県
内
に
在
住
ま
た
は
県
内
で

活
動
し
て
い
る
個
人
②
責
任
者
と

構
成
員
の
過
半
数
が
県
内
に
居
住
ま

た
は
県
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

助
成
分
野
伝
統
芸
能
、
音
楽
、
演

劇
、
絵
画
、
工
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

助
成
額
１
件
に
つ
き
１
０
０
万
円

以
内

募
集
期
限
８
月
１
日

※
詳
し
く
は
土
屋
文
化
振
興
財
団
壷

０
４
７
１
３
６
４
１
３
６
８
９
へ

日
・
所
６
月
”
旦
土
）
、
時
～
妬

時
、
市
川
市
文
化
会
館
（
Ｊ
Ｒ
本
八

幡
駅
徒
歩
約
ｍ
分
）

内
特
許
・
実
用
新
案
・
意
匠
・
商

標
の
出
願
、
知
的
所
有
権
な
ど

相
談
員
弁
理
士

申
電
話
で
日
本
弁
理
士
会
・
長
谷

川
壷
“
１
３
５
１
９
１
２
７
０
９

才
ス
ト
メ
イ
ト
ズ
エ
肛
門
・
ぼ
う
こ
う

保
有
者
）
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

日
。
所
６
月
塑
旦
士
）
哩
時
～
遍

時
、
市
原
市
民
会
館
（
市
原
市
惣
社
）

内
講
演
会
、
補
装
具
展
示
相
談

対
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
、

医
療
従
事
者

蚕
無
料

間
（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千

葉
県
支
部
壷
０
４
７
１
４
５
２
１
６

４
３
３
（
月
・
火
・
金
曜
日
）

日
。
所
６
月
知
日
（
日
）
、
時
～
喧

時
、
野
田
市
南
部
梅
郷
公
民
館

き
つ
お
ん

内
講
演
「
吃
音
を
持
つ
児
童
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」
講
師
．
：
長
澤
泰
子
さ

ん
（
日
本
橋
学
館
大
学
教
授
）
、
体

験
談
、
意
見
交
換
ほ
か

対
吃
音
者
、
吃
音
児
の
保
護
者
、

文
化
活
動
団
体
。
個
人
を
助
成

吃
音
（
ど
も
り
）
を
考
え
る
つ
ど
い

無
料
特
許
相
談
会

先
の
大
戦
で
衛
生
業
務
に
従
事
さ

れ
た
看
護
婦
の
皆
さ
ん
に
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

対
「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
」
「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
」
で
、

慰
労
給
付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方

請
求
期
限
平
成
巧
年
３
月
釧
日

※
請
求
用
紙
は
、
市
役
所
生
活
支
援

課
（
西
別
館
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

問
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
垂
⑱

１
５
２
５
３
１
５
１
８
２
、
生
活
支

援
課
・
内
線
３
７
７

長
崎
の
被
爆
地
域
が
拡
大
き
れ
ま

し
た
。
該
当
者
は
、
「
第
一
種
健
康

診
断
受
診
者
証
」
の
交
付
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
昭
和
加
年
８
月
９
日
の
原
爆
投

下
時
に
拡
大
地
域
に
い
た
方
ま
た
は

そ
の
方
の
胎
児
（
同
型
年
６
月
３
日

ま
で
に
出
生
）
に
該
当
す
る
方

拡
大
地
域
長
崎
県
西
彼
杵
郡
深
堀

村
、
香
焼
村
、
伊
王
島
村
、
式
見
村

（
向
郷
、
木
場
郷
、
牧
野
郷
を
除
く
）
、

三
重
村
（
詰
ノ
内
、
白
髪
、
遠
木
場

を
除
く
）
、
村
松
村
、
伊
木
力
村
、

大
草
村
、
喜
々
津
村
、
矢
上
村
（
現

川
名
、
田
川
内
、
薩
摩
城
、
中
尾
、

矢
筈
を
除
く
）
、
日
見
村
（
河
内
名

を
除
く
）
、
茂
木
村
（
田
手
原
名
、

木
場
名
、
田
上
名
を
除
く
）
、
北
高

来
郡
古
賀
村
、
戸
石
村
、
田
結
村

間
県
庁
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
班

垂
０
４
３
１
２
２
３
１
２
３
４
９

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

吃
音
問
題
に
関
心
の
あ
る
方

賓
無
料

か
ｈ
グ
ペ

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
苅
部
垂
０

７
０
１
５
３
９
９
１
４
５
４
９
四
０

４
７
１
３
４
５
１
６
６
４
４
（
電
話

は
夜
間
の
み
）

旧
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
な
ど
に

内
閣
総
理
大
臣
名
の
感
謝
状
を
贈
呈

長
崎
の
被
爆
地
域
が
拡
大

該
当
者
は
受
診
者
証
の
申
請
を

日

／_ 、 － ‐

めるへん文庫涌慧皇
〆

天照神社〈中峠）の
祭ﾈbに曇る交邇規制

男女共同参画社会の推進のために

研修会などに講師を無料派遣
県では､男女共同参画や女性問題をテーマにした研修会などに、

講師を無料で派遣しています。

派遣条件①企業や団体が主催する研修会などで､男女共同参画

や女性問題がﾃー ﾏであること②行政などから補助や委託を受

けていないこと③営利･宗教･政治活動にあたらないこと

※講師は1人で2時間以内とし､各企業団体への派遣は年1回。

申し込み。間来年3月までに派遣を希望する場合は､申請書(市

役所男女共同参画担当に用意)に必要事項を明記し‘開催日の3

カ月前までに､郵送またはファクス、Eメールで〒260-8667(住

所省略可)県庁男女共同参画課剛043-222-0904冠043-223-23

73Eメールkyodo2@mz"pref.chiba.jp/I

順ﾎーﾑペーヅ(hnp:"MM.prefchiba.ip)からも申し込み可。

市では､小．中学生が創作したエッセイや小説童話な

どの作品を募集しています｡入賞作品は本にして､市内の
小.中学校や図書館などに配ります。

募集作品夢があふれる内容のエッセイ､小説､童話など

で､400字詰め原稿用紙10枚（ワープロはA4判の用紙
で4000字)以内(作品は日本語で､未発表のもの）

※入賞作品の著作権は市に帰属し､作品は返却しません。
表彰賞状と図書券3万円分"1編､賞状と図書券2万円
分"2編､賞状と図書券1万円分"10編以内

応募期限8月3旧

紳し込み方法など詳しくは､教育委員会文化課公7185‐
1151へ

6月30日(日)午前11時から午後8時

天照神社(中峠1148)の祭礼に伴い､下

図の区間で交通規制が行われま魂

圃坂巻念7188-7719

●

’ ’1 ’I
刀

L麺
ノ

－

項 目

険料第1期

市｡県民税第1期

国民健康保険税第1期

水道料金

(鵜驫）
7/1(月）

7/1(月）

7/1(月）

25(火）

ファクスガイド
ファクス1藩賑

HH－6{)0(1

眼
鏡
店

I■■■I i■■■：坐■■■,■ロ■■

←東獅子總ﾗｲﾝ成聡
■一寺■

新木－し

湖北駅

ノf

I

I
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(6)おが ↓
》第1071号 2002.6.16

－

日
時
。
場
所
６
月
如
日
（
且
午
前

、
時
知
分
か
ら
午
後
０
時
如
分
、
市

民
プ
ラ
ザ

定
員
先
着
知
人

内
容
①
台
湾
の
歌
の
演
奏
、
ロ
シ

ア
ダ
ン
ス
の
観
覧
②
日
本
の
歌
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
、

關ア
ビ
ス
タ
で
は
、
２
階
の
情
報
コ

ー
ナ
ー
に
、
市
内
で
学
習
活
動
を
し

て
い
る
方
の
た
め
の
会
員
募
集
や
イ

ベ
ン
ト
の
案
内
、
学
習
活
動
の
Ｐ
Ｒ

「
ア
ビ
ス
タ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ
一

いっしょに 涯
学
習
の
活

ヤ
ビ
ネ
ッ
ト

§
マ
４ヤ

ビ
ネ
ッ
ト
の
中
に

歌いましょう！
踊りましょう！

架
刎
霊
玉ｹ

な
ど
の
チ
ラ
シ
を
入
れ
る
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
（
写
真
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

情
報
を
提
供
し
た
い
団
体
は
、
左

記
の
申
し
込
み
に
よ
り
、
チ
ラ
シ
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
中

の
チ
ラ
シ
は
、
来
館
者
が
自
由
に
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
ざ
ん
の
多
く
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
フ
ォ

ル
ダ
ー
（
３
１
０
ミ
リ
×
２
４
０
ミ

リ
）
に
、
厚
き
知
ミ
リ
く
ら
い
ま
で

に
収
ま
る
チ
ラ
シ
を
〒
２
７
０
１
１

１
４
７
若
松
亜
の
４
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
」
生
涯
学
習
担
当

へ
随
時
郵
送
ま
た
は
持
参
。

固
ア
ビ
ス
タ
壷
７
１
８
２
１
０
６

２
２

ロ
シ
ア
ダ
ン
ス
を
み
ん
な
で
踊
る

費
用
３
０
０
円
（
子
ど
も
２
人
ま

で
の
家
族
は
４
０
０
円
）

申
し
込
み
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
６
月
お
日
ま
で
に

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
事
務
局
皿
７
１
８
３
１
２

０
０
５
、
Ｅ
メ
ー
ル
昌
忌
◎
宕
○
ヨ

ゴ
○
ヨ
①
弓
の
。
－
℃

※
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

送
信
が
で
き
な
い
方
は
、
電
話
で
Ａ

同
事
務
局
壷
７
１
８
３
１
１
２
３
１

圖
細
谷
念
７
１
６
９
１
６
３
５
９

一

ー

一

咽
区

ー
１
凸
底
ひ
回
■
■
哩

鯵 先

Ｆ
，
‐
‐
‐

ア
ビ
ス
タ
の
駐
車
場
は
台
数
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
車
で
来
館
す
る
皆

ざ
ん
を
お
待
た
せ
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
路
上
駐
停
車
は
行
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
間
違
い
電
話
で
市
民
の
方

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

電
話
は
、
左
表
の
番
号
を
お
確
か
め

の
》
？
ｚ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

げ
ん
き
フ
エ
ス
タ
は
、
一
日
中
楽

し
め
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
お
ま

つ
り
で
す
。

▼アビスタ利用の問い合わせ

｜施設名｜電話番号 霞
路
上
駐
停
車

間
違
い
電
話

増
え
て
い
ま

路
上
駐
檸

違インフォメーション

（総合案内）
7182-0515

げ
ん
き
フ
エ
ス
タ
ｚ
０
０
ｚ

1

我孫子地区公民館 7182-0511
湖
北
地
区
公
民
館
・
湖
北
小
で
お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
！

↓

1

J

害
回

市民図書館 すがと7184-1110

生涯学習センター 7182-0622

み
て
楽
し
む
も
の
、
き
い
て
楽
し

む
も
の
、
や
っ
て
楽
し
む
も
の
、
と

内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
、
ご
家
族
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
６
月
塑
旦
土
）
王
別
、
時
か

ら
午
後
３
時
犯
分

場
所
湖
北
地
区
公
民
館
、
湖
北
小

学
校
体
育
館
・
校
庭
（
雨
天
の
場
合

は
、
校
庭
の
催
し
物
を
一
部
室
内
で

実
施
）

内
容
○
湖
北
小
学
校
体
育
館
・
・
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
ゆ
か
い

な
道
化
師
た
ち
の
楽
し
い
シ
ョ
ー
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
ほ
か

○
湖
北
地
区
公
民
館
…
人
形
劇
、
コ

ン
サ
ー
ト
、
お
は
な
し
会
、
影
絵
、

Ｂ
６
判
２
５
５
ペ
ー
ジ
に
平
和
の
願
い

ちきゅうTALK(トーク）

世界の平和を願って

市内のNGOが出版
I

手
作
り
ゲ
ー
ム
、
和
太
鼓
、
ワ
ー
ク

シ
ヨ
ッ
プ
、
バ
ル
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
、

ア
ニ
メ
映
画
、
手
作
り
ゲ
ー
ム
ほ
か

○
湖
北
小
学
校
校
庭
・
・
・
サ
ッ
カ
ー
親

善
試
合
、
ペ
タ
ン
ク

○
湖
北
地
区
公
民
館
駐
車
場
・
・
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
わ
た
菓
子
・
焼
き

そ
ば
の
模
擬
店

入
場
料
１
０
０
円
（
３
歳
以
下
無

料
）※

当
日
は
、
天
王
台
駅
南
口
か
ら
無

料
送
迎
バ
ス
を
運
行
（
約
“
分
間
脛
。

車
で
お
越
し
の
際
は
、
湖
北
中
学
校

ま
た
は
湖
北
高
校
の
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
き
い
。

画
げ
ん
き
フ
エ
ス
タ
実
行
委
員
会
．

石
田
霊
７
１
８
４
１
９
６
０
１

世
界
平
和
を
願
い
、
国
際
理
解
と

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
る
た
め
の
Ｎ
Ｇ
○
活
動
を
行
っ
て

い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
・
我
孫
子
カ
ル

チ
ャ
ー
＆
ト
ー
ク
（
１
９
８
９
年
設

立
）
が
、
「
ち
き
ゅ
う
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」

（
写
真
）
を
発
刊
し
ま
し
た
。

本
文
は
、
平
和
エ
ッ
セ
イ
や
非

核
・
平
和
の
投
稿
文
、
国
連
女
性
会

議
Ｎ
Ｇ
○
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
か
ら

の
寄
稿
文
な
ど
を
日
本
語
と
英
語

（
一
部
ス
ペ
イ
ン
語
）
で
掲
載
。
漢

字
は
、
ふ
り
が
な
付
き
で
す
。

ま
た
、
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

我
孫
子
の
紹
介
や
、
市
内
の
名
所

一
講
斑
蕊
島
蚕

頒
布
場
所
ブ
ッ
ク
エ
ー
ス
、
ひ

ら
が
ブ
ッ
ク
イ
ン
、
松
井
書
店
、

荒
井
書
店
、
ブ
ッ
ク
ス
こ
ほ
く

圖
我
孫
子
カ
ル
チ
ャ
ー
＆
ト
ー

ク
・
海
津
壷
７
１
８
４
１
９
８
２

８

’ 文芸だより
仏

r一・あびこ・一、 短歌 俳句文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切
りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室

、1

修委 山本寛太選 竹内旦選

風
光
る
文
学
広
場
の
茂
吉
歌
碑
沼
に
真
向
か
ひ
粛
と

し
て
立
つ
川
上
進
也

と
ど
ま

残
さ
れ
し
杖
に
ぬ
く
も
り
留
り
て
母
逝
き
て
よ
り
早

や
四
十
九
日

渡
辺
正
夫

「
若
い
で
す
」
と
席
ゆ
づ
り
呉
る
る
高
校
の
男
子
は

あ
か
ら

顔
を
緒
め
て
居
る

村
上
道
代

川
に
沿
ひ
菜
の
花
黄
色
に
咲
け
る
土
手
ど
こ
ま
で
続

く
か
行
先
見
え
ず
関
口
静
江

か
つ
ば

桜
散
る
岸
辺
に
憩
へ
ぱ
沼
の
中
の
河
童
は
突
如
み
づ

を
噴
き
上
ぐ

小
出
礼
子

主
謀

宇
宙
の
永
遠
知
れ
ば
人
は
み
な
一
瞬
の
間
を
光
り
て

生
き
る
湯
浅
美
重
子

ほ
の
さ
む
え

梅
の
実
の
灰
か
に
香
る
地
蔵
堂
作
務
衣
の
僧
の
ま
だ

若
か
り
し

下
田
藥
樹

鑿
の
ァ
蔓
夕
内
の
塵
鳧
婆
珪
婁
き

ん
な
り

青
木
正
子

識
騨
磐
の
豊
李

ね
は
ん

緑
き
す
堂
の
中
な
る
浬
樂
像

峠
道
夕
べ
に
白
し
余
花
の
村

そ
う
ぴ

ま
昼
間
の
廃
屋
に
見
る
諮
薇
か
な

蕗
群
奮
こ
だ
ま
亮
繧

柿
若
葉
遠
ま
な
ざ
し
の
道
祖
神

花
桐
や
朝
の
雲
脱
ぐ
遠
筑
波

惜
別
の
黒
着
て
春
を
惜
し
み
け
り

F

Lー三

’

五
月
の
は
じ
め
に
、
あ
ち
こ
ち
の

雑
木
林
で
、
ミ
ズ
キ
の
白
い
花
を
見

か
け
ま
し
た
。
ミ
ズ
キ
は
落
葉
す
る

高
木
で
、
大
き
な
も
の
は
十
五
メ
ー

ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
木
は
樹
液
が
多
く
、
春
先
に

枝
を
折
る
と
、
樹
液
が
水
の
よ
め
生

し
た
た
り
落
ち
る
こ
と
か
ら
天
杢

の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

P

ミズキ

(みずき科）
壁
谷
千
鶴
子

町
田
敏
子

海
老
原
千
代
子

町
田
進

小
林
光
江

青
山
陽
子

平
塚
利
雄

今
井
岩
夫

’

ｊ

葉
は
表
面
が
緑
色
で
す
が
、
裏
面

は
細
か
い
毛
が
あ
る
の
で
白
色
を

帯
び
て
見
え
ま
す
。

花
期
は
五
月
で
、
真
っ
白
な
四
枚

の
花
び
ら
が
、
一
個
の
雌
し
べ
と
四

個
の
雄
し
べ
を
囲
ん
で
い
ま
す
。
一

つ
一
つ
の
花
は
直
径
が
七
～
八
ミ
リ

と
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
咲
く
の
で
目
立
ち
ま
す
。

花
後
に
で
き
る
果
実
は
球
形
で

熱
す
る
と
黒
色
に
な
り
ま
す
。

よ
く
似
た
木
に
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
が

あ
り
ま
す
。
ミ
ズ
キ
の
葉
は
枝
に
互

い
連
い
に
つ
き
ま
す
が
、
ク
マ
ノ
ミ

ズ
キ
の
葉
は
二
枚
ず
つ
対
に
な
っ
て

つ
く
沙
娠
握
別
が
つ
き
ま
す
。

．
風
に
さ
わ
だ
つ
森
の

お
お大

み
ず
き
」
品
川
美
須
子

－
１
僻
腋
写
真
腓
豚
Ⅷ
臘
跨
贈
Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で
＊
組
立
式
パ
イ
プ
ベ

ッ
ド
（
高
松
壷
７
１
８
７
１
０

３
７
４
）
＊
武
者
カ
ブ
ト
ー
式

（
楠
垂
７
１
８
８
１
４
９
５

７
）Ⅱ

譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

有
料
で
＊
双
子
用
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド
と
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
鈴
木
念

７
１
８
４
１
３
２
７
４
〉

無
料
で
＊
大
き
な
和
太
鼓

蔀
山
云
７
１
８
２
１
８
３
０

６
）
＊
囲
碁
の
道
具
（
金
子
蚕

７
１
８
２
１
３
３
９
４
〉

＊
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
（
秋
田

念
７
１
８
７
１
２
２
４
４
）

＊
ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器
（
杉
山

壷
７
１
８
４
１
９
３
３
２
）

画
ふ
れ
あ
い
工
房
壷
７
１
８

６
１
５
５
０
０

不
用
品

情
報

■P

人画と瞳請数(6月1日現在）ら人口129,405人外国人846人心世帯数48,594世帯 この広報紙は100％再生紙。大豆インクを使用しています


